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秋
田
大
学
は
中
期
目
標
の

柱
に「
国
際
化
」を
掲
げ
、
学

生
教
職
員
の
海
外
留
学
・
派

遣
を
促
進
し
、ア
ジ
ア
の
国
々

を
は
じ
め
と
し
た
諸
外
国
の

留
学
生
・
研
究
者
の
受
け
入

れ
の
増
加
と
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

国
際
化
の
基
本
の
一
つ
で
あ

る
資
源
国
と
の
連
携
推
進
を

目
的
と
し
て
、10
月
8
日
、大

学
初
と
な
る
海
外
事
務
所
を

資
源
国
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
中
心
部
の

モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
内

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

室
内
に
は
秋
田
大
学
の
資

料
や
入
試
関
連
書
類
を
備
え
、

常
時
、日
本
へ
の
留
学
や
研
修

を
希
望
す
る
モ
ン
ゴ
ル
の
高

校
生
や
大
学
生
に
対
す
る
広

報
の
場
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
、
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本（
秋

田
大
学
）と
で
遠
隔
授
業
や
留

学
希
望
者
の
面
談
、
渡
日
前

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
学
術
交
流
で
訪
れ
る

秋
田
大
学
の
教
員
、学
生
は
本

事
務
所
を
ベ
ー
ス
に
、モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
共
同
研
究
の
遂

行
を
図
る
ほ
か
、
科
学
技
術

大
学
の
資
源
学
教
育
お
よ
び

研
究
体
制
の
整
備
へ
の
更
な

る
協
力
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学

と
秋
田
大
学
は
、
平
成
21
年

10
月
22
日
に
国
際
交
流
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
地
球
資
源
学
専
攻
の

教
員
が
中
心
と
な
り
、
両
大

学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技

術
大
学
に
海
外
拠
点
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
の
モ

ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
と

の
交
流
が
一
層
、
活
発
化
し
、

平
成
26
年
度
に
設
置
予
定
の

国
際
資
源
学
部（
仮
称
）に

と
っ
て
の
追
い
風
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

秋
田
大
学
初
の
海
外
事
務
所
を

資
源
国
モ
ン
ゴ
ル
に
開
設

国
際
資
源
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

水
田		

敏
夫

　

国
際
資
源
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
の
目
玉
事
業
で
あ
る

「
資
源
学
に
関
す
る
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
（
Ｓ
Ｓ
）プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
２
」が
10
月
15
日
に
開

講
し
ま
し
た
。
期
間
は
10
月

15
日
～
11
月
９
日
。
昨
年
に

続
き
２
回
目
と
な
る
本
コ
ー

ス
の
参
加
者
は
、秋
田
大
学
の

協
定
校
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
科

学
技
術
大
学
、
東
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
工
科
大
学
、ボ
ツ
ワ
ナ
大

学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
名
、
合

計
９
名
の
資
源
学
を
学
ぶ
大

学
院
生
で
す
。
こ
の
う
ち
女

性
が
７
名
を
占
め
、か
つ
て
は

男
性
の
職
場
で
あ
っ
た
鉱
山

事
業
に
も
女
性
の
進
出
が
盛

ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

初
日
と
な
っ
た
15
日
の
開

講
式
で
は
、
吉
村
秋
田
大
学

長
が
、
秋
田
大
学
の
得
意
と

す
る
資
源
開
発
分
野
で
多
く

の
こ
と
を
学
び
、国
の
発
展
に

貢
献
す
る
よ
う
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
ま

た
、昨
年
の
コ
ー
ス
に
参
加
し

た
後
、
見
事
に
文
部
科
学
省

の
奨
学
金
を
獲
得
し
、
今
年

の
10
月
か
ら
本
学
の
大
学
院

生
に
な
っ
た
ボ
ツ
ワ
ナ
大
学

出
身
の
コ
イ
ツ
エ
さ
ん
か
ら

「
将
来
、
秋
田
大
学
に
戻
っ
て

来
よ
う
」と
誘
い
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、期
間
中
、国
際

資
源
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

専
任
教
員
ら
に
よ
る
英
語
の

講
義
、八
幡
平
へ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
企
業
見
学
等
の

実
習
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
資
源
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
昨
年

６
名
の
参
加
学
生
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
送
り
出
し
た

３
大
学
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
、
今
年
度
は
、
参
加
大
学

が
航
空
賃
を
負
担
す
る
コ
ス

ト
シ
ェ
ア
に
発
展
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｏ（
日
本
学
生
支
援
機
構
）

の
奨
学
金
に
加
え
、
今
年
度

は
Ｊ
Ｓ
P
Ｓ（
日
本
学
術
振

興
会
）か
ら
の
支
援
も
あ
り
、

経
済
的
基
盤
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
て
が
英
語
で
実
施
さ
れ

て
い
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

秋
田
大
学
が
目
指
す
国
際
資

源
学
部（
仮
称
）の
魁
と
な
る

役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

持
続
可
能
な
国
際
資
源
学
Ｓ
Ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
２
始
動

国
際
交
流
推
進
役　

高
橋		

嘉
行

海
外
の
大
学
と
提
携
を
結
べ
ば
、
国
際
化
と
い
え
る
の
か
？

答
え
は
Ｎ
Ｏ
。
留
学
生
が
増
え
れ
ば
、
国
際
化
し
た
キ
ャ
ン
パ

ス
と
い
え
る
の
か
？
こ
の
答
え
も
Ｎ
Ｏ
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

い
た
秋
田
大
学
の「
国
際
化
」は
今
、
そ
の
方
向
性
を
示
し
、
質

を
高
め
て
い
く
段
階
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
10
月
１
日
現
在
、

留
学
生
は
26
カ
国
・
地
域
か
ら
の
２
１
１
人
。
協
定
を
結
ん
だ

海
外
の
大
学
は
、
20
カ
国
・
地
域
の
40
大
学
。
10
月
８
日
に
は
、

初
の
海
外
拠
点
と
な
る「
秋
田
大
学
モ
ン
ゴ
ル
事
務
所
」を
同

国
の
科
学
技
術
大
学
内
に
設
置
し
た
。
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る

中
で
、問
わ
れ
る
の
は
今
後
の
展
開
。研
究
の
場
、そ
し
て
学
生

た
ち
の
探
求
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
い
か
に
広
げ
て
い
く
の
か
。
真

理
を
求
め
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
世
界
で
、秋
大
の
挑
戦
は
続
く
。

特　集「国際化」とは今　秋田大学の挑戦

「国際化」とは今
秋 田 大 学 の 挑 戦

秋田大学国際戦略の四領域

秋田大学

国際交流
センター

基  本  理  念

21世紀の国際社会が求める人材の育成
地球規模および各地域の課題解決への貢献

●短期海外研修事業の制度化
 （2011年度まで）
●入学1年目の
 正規留学生および
 短期留学生住居の確保
 （2012年度まで）
●留学生数200名の達成
 （2013年度まで：
 学長マニフェスト）

国際的人材育成

●国際資源学教育研究
 センター戦略の策定
 （2010年度まで）
●外国人教員・研究員のための
 生活ガイドの作成
 （2011年度まで）

国際的学術研究

●国際交流協定締結事項の策定
 および協定締結基準の明確化
 （2010年度まで）
●海外拠点地の設置
 （2012年度まで）

国際連携協力

●過去の留学生情報の収集・
データベース化
 （2011年度まで）
●連携・役割分担の指針の策定
 （2011年度まで）

国際交流体制
整備

（2011年3月作成）
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特　集 「国際化」とは今　秋田大学の挑戦

「国際化」とは今
秋 田 大 学 の 挑 戦

特集

　

秋
田
大
学
で
学
ぶ
留
学
生

が
、
平
成
24
年
10
月
１
日
現

在
で
2
1
1
人（
26
の
国
と

地
域
）と
な
り
ま
し
た
。吉
村

昇
学
長
は
吉
村
プ
ラ
ン
の
中

で「
留
学
生
2
0
0
人
構
想

（
5
カ
年
計
画
）」を
打
ち
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
当
初
の

目
標
で
あ
っ
た
平
成
25
年
度

を
前
に
目
標
を
達
成
。
国
際

化
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
増
加
の
背
景
の
一

つ
に
、
国
際
交
流
協
定
校
の

拡
大
と
Ａ
Ｕ
Ｅ
Ｐ（
秋
田
大

学
国
際
交
流
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
）の
開
設
が
あ
り
ま
す
。現

在
、
大
学
間
協
定
校
は
20
の

国
と
地
域
、
40
大
学
に
広
が

り
、学
術
・
学
生
交
流
が
年
々

活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
に

は
、英
語
で
日
本
語
・
日
本
文

化
を
学
べ
る
Ａ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
を
開

設
し
、
従
来
に
比
べ
多
様
な

地
域
か
ら
の
学
生
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ（
日
本
学

生
支
援
機
構
）の
奨
学
金
事

業
に
３
年
連
続
で
採
択
さ
れ
、

留
学
生
に
対
し
て
経
済
的
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
後
押
し
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
部
か
ら
大

学
院
進
学
を
目
指
す
学
生
も

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
に
は
、学
長
・
理

事
ら
の
出
席
の
も
と
、
秋
田

大
学
で
初
め
て
と
な
る
秋
季

留
学
生
歓
迎
式
を
開
催
。
平

成
24
年
度
の
新
規
留
学
生
59

名
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

留
学
生
2
0
0
人
突
破
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チ
リ
か
ら
来
ま
し
た
カ
ル

ロ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
申
し

ま
す
。
英
語
と
日
本
語
を
ス

ペ
イ
ン
語
へ
翻
訳
す
る
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
留

学
で
き
る
と
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
秋
田
大

学
で
勉
強
で
き
て
、
本
当
に

Lucky

だ
と
思
い
ま
す
。
秋

田
は
自
然
が
多
く
、
非
常
に

美
し
い
所
で
す
。
自
然
が
大

好
き
な
私
に
と
っ
て
、
き
れ

い
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で

き
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

私
は
日
本
の
文
化
や
歴
史

に
興
味
が
あ
る
の
で
、
秋
田

大
学
で
勉
強
し
て
い
る
間
は
、

日
本
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け

多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、日

本
語
の
腕
も
あ
げ
た
い
で
す
。

日
本
を
深
く
理
解
す
る
こ

と
で
、
日
本
語
で
書
い
て
あ

る
本
や
文
章
を
ス
ペ
イ
ン
語

に
翻
訳
す
る
時
に
、
表
現
が

も
っ
と
豊
か
に
な
る
と
思
う

の
で
、
色
々
な
こ
と
を
経
験

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

留
学
生
か
ら
一
言

カ
ル
ロ
ス
・ロ
ド
リ
ゲ
ス

　

資
源
教
育
研
究
分
野
に
お

い
て
１
０
０
年
の
歴
史
を
有

す
る
秋
田
大
学
。
専
門
技
術
、

国
内
外
の
人
脈
の
蓄
積
を
礎

に「
資
源
探
査
・
開
発
か
ら
環

境
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
」を
国

内
で
唯
一
体
系
的
に
学
べ
る

基
盤
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
資
源

学
教
育
研
究
に
加
え
、
我
が

国
の
世
界
的
資
源
戦
略
に
貢

献
す
る
な
ど
、
新
た
な
国
益

を
生
み
出
す
た
め
の
機
能
を

強
化
す
る
べ
く
、
日
本
に
お

け
る
資
源
学
教
育
の
国
際
拠

点
と
な
る“
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
機
能
”を
有
し
た「
国

際
資
源
学
部（
仮
称
）」を
新

た
に
設
置
し
ま
す
。

　
「
国
際
資
源
学
部（
仮
称
）」

で
は
、
国
内
外
の
主
要
大
学

や
企
業
、
諸
機
関
等
と
の
連

携
体
制
を
構
築
し
、
世
界
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者

や
技
術
者
を
結
集
し
ま
す
。

ま
た
、
全
学
生
が
国
内
外
の

資
源
の
現
場
で
実
習
・
演
習

を
行
う
こ
と
を
重
視
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
。
こ
れ

ら
を
通
じ
て
国
際
資
源
分
野

に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
、
実

践
的
か
つ
学
生
が
互
い
に
学

び
合
う『
人
文
社
会
系
・
技
術

系
の
融
合
型
教
育
』を
展
開

し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り「
国
境
を

超
え
た
地
球
的
視
野
で
資
源

政
策
を
担
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
人
材
」「
世
界
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
実
践
力
を
発
揮

で
き
る
技
術
人
材
」と
い
っ

た
文
理
双
方
の
グ
ロ
ー
バ
ル

資
源
人
材
の
養
成
を
実
現
し

ま
す
。
そ
し
て
、
秋
田
へ
の

貢
献
は
も
と
よ
り
、
日
本
国

内
ひ
い
て
は
世
界
の
持
続
的

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

国
際
資
源
学
部（
仮
称
）の
創
設

秋
田
に
資
源
教
育
研
究
の
世
界
的
拠
点
を
形
成

新
学
部
創
設
・
学
部
改
組
準
備
室

総
務
課
長　

福
島		

哉
史
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大学院工学資源学研究科・工学資源学部

　

近
年
、液
晶
テ
レ
ビ
が
ブ
ラ

ウ
ン
管
テ
レ
ビ
に
取
っ
て
代
わ

り
、画
面
の
高
精
細
化
、画
質
の

進
化
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。

そ
も
そ
も
液
晶
と
は
、液
体
相

と
結
晶
相（
固
体
）の
中
間
相
を

持
つ
化
合
物
の
総
称
で「
流
れ

る
結
晶
」と
も
表
現
さ
れ
ま
す
。

　

液
晶
画
面
を
軽
く
指
で
押
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。色
が
変
わ

る
は
ず
で
す
。普
段
の
液
晶
分

子
は
結
晶
の
よ
う
に
規
則
正
し

く
並
ん
で
い
ま
す
が
、流
動
性

を
持
つ
た
め
押
し
た
部
分
の
分

子
の
並
び
は
容
易
に
歪
み
ま
す
。

分
子
の
並
び
方
は
数
ボ
ル
ト
の

電
圧
印
加
に
よ
っ
て
も
変
わ
り

ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
液
晶
中

を
通
過
す
る
光
の
状
態（
偏
光
）

が
変
わ
る
の
で
、様
々
な
画
面

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

表
示
に
使
わ
れ
て
い
る
液
晶

分
子
は
細
長
い
化
学
構
造
を
し

て
い
ま
す
。単
に
テ
レ
ビ
の
パ
ネ

ル
の
中
に
液
晶
を
流
し
込
ん
で

も
、分
子
の
長
さ
方
向
の
向
き

が
き
れ
い
に
揃
っ
て
い
な
い
と

画
面
の
表
示
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

に
な
り
ま
す
。指
で
押
し
た
り

電
圧
を
か
け
て
向
き
を
変
え

て
み
た
り
し
て
も
元
の
状
態
に

す
ぐ
に
戻
る
、こ
れ
ら
は
す
べ

て
ガ
ラ
ス
基
板
面
に
施
さ
れ
た

「
配
向
膜
」の
お
か
げ
な
の
で
す
。

配
向
膜
が
液
晶
分
子
の
並
ぶ
方

向
を
決
め
、分
子
が
動
い
て
も

元
の
並
び
に
戻
す
役
割
を
し
て

い
ま
す
。配
向
膜
は
一
般
に「
ポ

リ
イ
ミ
ド
」と
い
う
高
分
子
材

料
を
ガ
ラ
ス
基
板
上
に
薄
く
塗

り
、そ
の
上
を
布
で
擦
っ
て
作

り
ま
す
。一
見
乱
暴
と
思
わ
れ

る
方
法
で
小
さ
な
分
子
の
並
び

方
を
精
密
に
制
御
す
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、ど
う
し
て
こ
の
方

法
で
液
晶
分
子
の
並
ぶ
方
向

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

実
は
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
す
。私
の
研
究
で
は

従
来
の
定
説
に
反
し
た
配
向
現

象
を
い
く
つ
か
報
告
し
て
い
ま

す
。試
さ
れ
て
い
な
い
高
分
子

材
料
と
液
晶
分
子
と
の
組
み
合

わ
せ
は
膨
大
で
あ
り
、新
し
い

現
象
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
研
究
テ
ー
マ
で
す
。

　

私
の
液
晶
配
向
の
研
究
に
お

け
る
一
例
と
し
て
、液
晶
分
子

の
方
向
を
部
分
的
に
変
え
て
配

向
さ
せ
た
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

片
方
の
ガ
ラ
ス
基
板
上
の
配
向

膜
に
文
字
、も
う
片
方
に
は
学

章
の
形
に
、分
子
の
長
さ
方
向

が
90
度
異
な
る
領
域
を
作
り
込

み
ま
し
た
。こ
れ
に
は
紫
外
線

に
よ
る
高
分
子
表
面
改
質
技
術

を
応
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
２

枚
の
ガ
ラ
ス
基
板
で
液
晶
を
閉

じ
込
め
偏
光
板
を
使
う
と
、偏

光
板
の
有
無
や
そ
の
位
置
で
見

え
方
が
変
わ
る
。こ
れ
は
潜
像

技
術
の
一
つ
と
し
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
素
子
に
応
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

液
晶
デ
バ
イ
ス
に
不
可
欠
な

配
向
技
術
。そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、多
く
の
製
品
が
出

回
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
で
す

が
、謎
に
包
ま
れ
て
い
る
分
、さ

ら
な
る
性
能
向
上
や
新
し
い
デ

バ
イ
ス
創
製
の「
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
」研
究
分
野
だ
と
言

え
ま
す
。

液
晶
分
子
の
配
向
現
象
は

ま
だ
ま
だ
謎
だ
ら
け

大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
／
電
気
電
子
工
学
専
攻

准
教
授　

山
口  

留
美
子

Y
a

m
a

g
u

c
h

i R
u

m
ik

o

︿
専
門
﹀電
子
デ
バ
イ
ス
・
電
子
機
器
、電
子
・

電
気
材
料
工
学
、応
用
光
学
・
量
子
光
工
学

偏光板なし

偏光板を上に重ねたとき

偏光板を下に重ねたとき
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ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ

る
か
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
で
も
そ

れ
だ
け
に
限
定
さ
れ
ず
、
や
が

て
は
映
画
と
社
会
の
相
互
関

係
を
探
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
く
ら
い
領
域
は
広

大
な
の
で
す
。

　

私
自
身
も
ソ
連
時
代
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
や
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
世

界
映
画
史
で
の
ロ
シ
ア
の
ユ

ニ
ー
ク
な
位
置
付
け
を
考
え

る
と
同
時
に
、
当
時
の
社
会
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
映
画
な

ん
て
随
分
狭
い
研
究
テ
ー
マ

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ

う
し
た
研
究
の
成
果
は
授
業

に
も
い
ろ
い
ろ
活
用
で
き
る

「
映
画
を
学
ぶ
」と
い
う
こ
と

も
の
な
の
で
、
個
人
的
に
は
い

い
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
と
秘
か

に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
９
月
に
モ
ス

ク
ワ
で
撮
っ
た
映
画
館
の
写

真
を
紹
介
し
ま
す
。
1
9
6
0

～
70
年
代
ソ
連
映
画
の
ポ
ス

タ
ー
が
飾
ら
れ
、
旧
式
の
テ
レ

ビ
に
は
当
時
の
コ
メ
デ
ィ
の

数
シ
ー
ン
が
繰
り
返
し
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
の
ロ
シ
ア
人

に
と
っ
て
も
、
こ
こ
に
あ
る
映

画
は
す
べ
て
大
人
気
の
作
品

ば
か
り
で
す
。
世
界
中
で
、
ロ

シ
ア
は
ロ
シ
ア
で
、
映
画
が
愛

さ
れ
古
い
映
画
の
記
憶
が
い

つ
ま
で
も
残
っ
て
い
る
の
だ

と
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
。
こ

れ
は
研
究
者
に
は
実
に
嬉
し

い
も
の
な
の
で
す
。

教
育
文
化
学
部
／
欧
米
文
化
講
座

教
授　

長
谷
川　

章

H
a

s
e

g
a

w
a

 A
k

ira
　

私
は
大
学
で
ロ
シ
ア
語
や

ロ
シ
ア
文
化
論
を
教
え
て
い

ま
す
。
当
初
、
専
門
は
文
学
で

し
た
が
、
後
に
ロ
シ
ア
映
画
の

研
究
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
…
。
自
己
紹
介
の
機
会
が

あ
る
と
い
つ
も
こ
の
よ
う
に

始
め
る
の
で
す
が
、
今
回
は
映

画
全
般
の
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

い
ま
映
画
の
研
究
を
し
て

い
る
と
書
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
映
画
の
研
究
と
は
一
体
何

な
の
か
、
一
般
の
人
か
ら
は
な

か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
映
画
を

見
る
人
は
大
勢
い
る
の
に
、
映

画
に
つ
い
て
学
ぶ
・
考
え
る
と

い
う
こ
と
が
、
ど
う
も
う
ま
く

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
よ
う
な

の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
映
画
の
研
究
と

は
映
画
の
背
景
を
学
ぶ
こ
と

だ
」と
考
え
て
い
る
人
に
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
す（
特
に
大
学

に
入
学
し
た
て
の
学
生
）。
外

国
の
映
画
作
品
を
見
て
、
そ
の

地
域
の
社
会
事
情
や
歴
史
を

調
べ
て
作
品
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
映

画
の
背
景
だ
け
し
か
知
っ
た

こ
と
に
な
ら
ず
、
作
品
自
体
に

つ
い
て
は
手
つ
か
ず
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
、
そ
の

作
品
が
歴
史
映
画
だ
と
し
た

ら
、
あ
る
歴
史
的
人
物
が
映
画

の
中
で
ど
う
表
現
さ
れ
て
い

る
か
、
映
画
の
表
現
方
法
・
内

容
が
作
品
自
体
の
世
界
観
を

ど
う
作
り
上
げ
て
い
る
か
、
そ

こ
ま
で
踏
み
こ
ま
な
け
れ
ば

作
品
論
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
映
画
の
研

究
と
は
、
大
雑
把
に
言
う
な

ら
、
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
作

品
の
組
み
立
て
方
や
表
現
方

法
に
つ
い
て
考
え
、
個
々
の
作

品
が
世
界
の
映
画
史
全
体
で

モスクワの映画館。たくさんのポスターが飾られている。
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秋
田
大
学
の
医
学
教
育
を
国
内
外
へ
発
信

　
県
内
の
医
療
機
関
と
一
体
化
し
た
医
学
教
育
体
制
を
生
か
し
て

は
、
年
々
全
国
か
ら
の
教
員
・

指
導
医
の
見
学
も
多
く
な
っ

て
お
り
、
他
大
学
で
も
同
様
の

取
り
組
み
が
始
ま
る
な
ど
、
全

国
的
な
教
育
連
鎖
を
秋
田
大

学
か
ら
発
信
し
て
い
ま
す
。

米
国
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

発
展
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
医
学
教
育
改
革
の
必
要
性

　

１
０
０
年
以
上
前
か
ら
良
医

育
成
の
た
め
に
医
学
教
育
体

制
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
で
、
人

口
９
万
人
ほ
ど
の
地
方
都
市
に

全
米
か
ら
多
く
の
患
者
が
訪
れ

る
世
界
屈
指
の
病
院
と
な
っ
た

「
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
訪

問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

欧
米
諸
国
で
進
ん
で
い
る
基
礎

か
ら
臨
床
ま
で
統
合
さ
れ
た
症

例
・
実
践
ベ
ー
ス
の
医
学
教
育

体
制
を
そ
こ
で
目
の
当
た
り
に

し
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
各

分
野
の
医
療
知
識
が
数
倍
と
な

っ
た
今
の
時
代
に
は
、
国
民
が

期
待
す
る
医
師
を
育
成
す
る

た
め
に
各
分
野
が
協
力
し
て
症

例
・
実
践
ベ
ー
ス
の
医
学
教
育

改
革
を
推
進
す
る
こ
と
が
日
本

に
お
い
て
も
医
療
再
生
の
必
要

条
件
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後

に
始
め
た
１
年
生
か
ら
の
秋
田

大
学
と
県
内
医
療
機
関
の
取

り
組
み
は
、
日
本
の
国
情
や
２

次
医
療
圏
の
実
情
に
合
っ
た
展

開
と
し
て
、
全
国
的
に
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
皆
様
と
と
も
に
世
界

最
高
齢
社
会
の
日
本
に
お
け

る
こ
れ
か
ら
の
医
学
教
育
の

在
り
方
を
秋
田
か
ら
国
内
外

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
秋

田
県
内
お
よ
び
日
本
の
医
療

充
実
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
医
療
再
生
に
向
け
て

1
年
生
か
ら
の
症
例
ベ
ー
ス
実
践
教
育
の
展
開

　

秋
田
大
学
医
学
部
総
合
地

域
医
療
推
進
学
講
座
の
開
設

か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
医
学
教
育
部
、
卒
後

臨
床
研
修
・
医
師
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

活
動
を
通
じ
、
医
学
部
附
属
病

院
の
各
診
療
科
・
県
内
医
療
機

関
の
指
導
医
の
皆
様
と
と
も

に
、
医
学
部
１
～
６
年
生
、
卒

後
研
修
～
生
涯
教
育
と
つ
な

ぎ
目
な
く
医
学
教
育
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
際
、
全

国
に
発
信
す
る
大
き
な
推
進

力
に
な
っ
た
の
が
、
医
学
部

創
設
40
年
来
、
県
内
医
療
機

関
と
一
体
化
し
た
秋
田
大
学

の
歴
史
的
か
つ
先
駆
的
な
医

学
教
育
体
制
で
し
た
。
１
年

生
か
ら
こ
の
体
制
で
医
師
育

成
教
育
を
始
め
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
ど
の
分
野
に
進
ん

で
も
医
師
と
し
て
当
然
の
総

合
的
な
診
療
能
力
や
医
師
と

患
者
の
関
係
、
多
職
種
連
携

チ
ー
ム
医
療
を
良
好
に
構
築

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
が
推
進
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１

年
生
で
全
国
初
の「
症
状
か
ら

み
る
鑑
別
診
断
」「
医
療
面
接

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」「
模
擬
患
者

さ
ん
に
よ
る
医
療
面
接
の
客

観
的
臨
床
技
能
試
験
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ（O
bjective Structured 

C
linical E

xam
ination

）」、

５
年
生
の「
内
科
・
循
環
器
救

急
：
先
端
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、
６
年
生
の

「
ア
ド
バ
ン
ス
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
」
に

内科・循環器救急：先端シミュレーショントレーニング

秋
田
大
学
医
学
部
で
は
１
年
生
か
ら
の
医
師
育
成
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
文

部
科
学
省
、厚
生
労
働
省
、日
本
医
師
会
、日
本
医
学
教
育
学
会
の
各
委
員
会
・
学
習

会
等
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
特
集
し
た
朝
日
新
聞
出
版
の

「
A
E
R
A（
２
０
１
２
年
７
月
30
日
号
）」で
掲
載
さ
れ
る
な
ど
全
国
的
に
も
注
目

を
浴
び
る
。こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、長
谷
川
寄
附
講
座
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

医
学
部
／
総
合
地
域
医
療
推
進
学
講
座
寄
附
講
座
教
授

　
　
　
　
　
　

医
学
教
育
部

長
谷
川 

仁
志
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s
h

i

医師育成教育の取り組み  

卒前教育 卒後教育
1年 2年 3年 4年 5年 6年 初期研修 医師としての総合力・実践力

自己決定型学習、問題解決能力（個人・チーム）

コミュニケーション力・人間力・プロフェッショナリズム

教科書・文献的知識

医師としての総合力・実践力

自己決定型学習、問題解決能力（個人・チーム）

コミュニケーション力・人間力・プロフェッショナリズム

教科書・文献的知識

症状から鑑別 医療面接（主に1・2次医療圏） （症状）疾患・病態・理学所見・検査から臨床推論（1〜3次医療圏）

1年生
毎週火曜日担当
教養基礎教育
初年度ゼミ

症状から診る鑑別疾患1
医療面接・

コミュニケーション1
OSCE （医療面接）、

エコー
PBL・TBL学習開始

早期臨床実習
大学各診療科（ 県内医療機関 ）

臨床医学PBL+TBL

臨床配属
クリニカル（クラークシップ）

診療参加型
臨床実習

クリニカル（クラークシップ）

初期研修
専門医研修
生涯教育

シミュレーション
教育充実

Advanced OSCE
卒業試験

地域医療実習

基礎医学 （生理・生化）、
解剖入門

看護実習　法医学入門

2年生
解剖組織実習
基礎医学講座

PBL

6年生5年生4年生
臨床医学

PBL

3年生
社会医学講座
基礎講座配属
地域医療講義
医師会の役割

医療面接・OSCE
コミュニケーション2

症状から診る鑑別診断2

統一試験・共用試験CBT
基本的臨床技能
症候・病態からの

アプローチ
ロールプレイ

共用試験OSCE

早期臨床実習
（10〜12月火曜日大学各診療科・県内医療機関）

解剖前に知っておくべき各科臨床ポイント
戦略的外科系医師養成プログラム

以前の日本の
医師育成教育体制

秋田大学から発信・提言している
これからの医師育成教育展開

大学各診療科と県内医療機関との教育連携
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61
年
前
、
プ
ロ
野
球
の
試

合
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
秋
田
大
学
野
球
場
。
そ
ん

な
歴
史
を
持
つ
野
球
場
を

ホ
ー
ム
と
し
た
、
秋
田
大
学

の
野
球
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

秋
田
大
学
軟
式
野
球
部
は
、

約
20
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は

全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま

し
た
。「
全
国
レ
ベ
ル
の
守

備
・
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
す
ご

か
っ
た
で
す
…
」
と
主
将
の

阿
部
拓
郎
さ
ん（
工
学
資
源

学
部
２
年
）
は
振
り
返
り
ま

す
。
大
会
は
秋
田
県
で
開
催

さ
れ
、
地
元
と
い
う
こ
と
で

大
き
く
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

秋
田
大
学
軟
式
野
球
部
は
惜

し
く
も
京
都
文
教
大
学
に
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
阿
部

さ
ん
は
高
校
時
代
に
軟
式
野

球
で
全
国
制
覇
を
経
験
。
そ

れ
以
来
の
大
舞
台
だ
っ
た
だ

け
に
、
さ
ぞ
悔
し
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
現
在
は
上
級

生
が
引
退
し
、
１
・
２
年
生

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
練
習
に
励
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。

　

昨
今
の
強
烈
な
サ
ッ

カ
ー
ブ
ー
ム
な
ど
に
押
さ

れ
、
野
球
は
以
前
ほ
ど
熱
狂

的
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
高
校
で

野
球
に
打
ち
込
ん
で
い
た

人
も
、
大
学
生
に
な
る
と

サ
ッ
カ
ー
や
他
の
ス
ポ
ー

ツ
に
転
向
し
て
し
ま
う
の

は
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
。
そ
れ

で
も
な
お
、
彼
ら
が
野
球
の

道
を
選
択
し
続
け
た
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

「
そ
れ
は
野
球
が
一
番
楽
し

い
か
ら
で
す
。
高
校
で
は
き

つ
い
練
習
が
主
体
で
し
た
が
、

秋
田
大
学
で
は
野
球
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
」。
秋

大
生
の
皆
さ
ん
も
、
阿
部
さ

ん
と
一
緒
に“
楽
し
い
”
野

球
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

秋
田
大
学
報
道
局（
A
U
P
）

佐
藤  

禎
晃

　

五
十
歳
。

地
道
な
研
究
を
積
み
上
げ
、

世
界
的
な
表
彰
を
受
け
る
方

が
い
ま
す
。
そ
う
、
京
都
大

学
の
Ｙ
教
授
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

と
い
う
言
葉
が
、国
内
外
で

急
速
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
心
境
は「
さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
」
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
向
き
合
う

様
々
な
研
究
上
の
壁
に
も
、

戦
闘
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

五
十
路
を
進
む
気
が
し
ま
す
。

　

四
十
八
歳
。
話
題
の
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
を
巡
っ
て
急
速
に
顔

と
名
前
を
知
ら
れ
、気
が
付

く
と
時
の
人
に
な
っ
て
い
た

男
性
も
い
ま
し
た
。
肩
書
き

は「
元
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
も
あ
り
、
何
を
使
っ
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
仮

に「
評
価
」
を
す
る
と
す
れ
ば
、

自
ら
を
犠
牲
？
に
し
て
、情

報
判
断
の
難
し
さ
と
、論
文

を
は
じ
め
と
す
る
医
学
界
の

「
不
思
議
」
さ
を
世
に
示
し
て

く
れ
た
、と
で
も
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
心
境
は
、
知
る

術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、彼
に
関
わ
っ
て「
誤

報
」
を
書
い
て
し
ま
っ
た
新

聞
記
者
の
気
持
ち
は
分
か
り

ま
す
。
最
悪
。
基
本
作
業
を

怠
っ
た
代
償
は
、記
者
生
命

を
断
つ
も
の
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ラ
フ
ィ
フ

（around fifty

（
50
歳
））。

　

も
う
一
人
、悩
め
る
四
十
九

歳
も
い
ま
し
た
。
輝
く
同
級

生（
Ｙ
教
授
と
学
年
だ
け
は

同
じ
）
を
横
目
に
、
自
ら
の

生
き
様
を
振
り
返
り
、時
に

嫉
妬
。「
ま
、彼
は
理
系
で
、

俺
は
文
系
。
生
き
る
道
が
違

う
し
ね
…
」
と
訳
の
分
か
ら

な
い
理
由
を
付
け
て
、現
実

逃
避
。
締
め
切
り
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
、こ
の
原
稿
を
懸

命
に
書
い
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
五
十
路
に
な
る
の
か
、本

人
に
も
不
透
明
の
よ
う
で
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
先
日
、秋

田
県
立
大
学
に
招
か
れ
、学

生
さ
ん
た
ち
に
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
部

の
３
年
生
と
大
学
院
生
を
対

象
に
し
た
、文
章
講
座
の
冒

頭
の「
無
駄
話
」で
す
。

　

文
章
を
考
え
る
上
で
、そ

れ
ぞ
れ
の「
お
っ
さ
ん
」
の
周

辺
に
は
、
様
々
な
文
章
の
ヒ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ

と
も
参
考
に
な
る
の
は
、

四
十
八
歳
の
男
性
で
す
。

　

情
報
確
認
。
プ
ロ
の
新
聞

記
者
が
間
違
っ
た
背
景
に
は
、

何
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

他
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
先
に
報

じ
た
い
。
そ
の
気
持
ち
を
裏

付
け
る
情
報
確
認
が
、あ
ま

り
に
も
ず
さ
ん
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
電
話
一

本
か
け
れ
ば
、そ
の
リ
ス
ク

は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
す
。
胡
散
臭
さ
に
気
が

付
く
局
面
は
、何
度
も
あ
っ

た
は
ず
で
す
。
な
ぜ
、
そ
の

違
和
感
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ

た
の
か
。

　

学
生
た
ち
に
は
、機
会
が

あ
る
ご
と
に
様
々
な
視
点
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。「
あ
れ
っ
」
と
思
っ
た
自

分
の
感
性
を
大
切
に
し
よ
う

と
、
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の

驚
き（
発
見
）
を
文
字
に
し
た

時
に
文
章
は
輝
き
ま
す
。
自

ら
の
視
点
を
盛
り
込
め
た

原
稿
に
は
、他
を
寄
せ
付
け

な
い
迫
力
が
で
る
も
の
で
す
。

自
ら
の
感
性
、視
点
を
武
器

（
軸
）
に
、自
分
の
言
葉
で
表

現
す
る
。
そ
ん
な
文
章
を
目

指
し
た
い
も
の
で
す
。

　

先
の
県
立
大
学
の
講
義
は
、

九
十
分
で
一
回
限
り
の
単
発

で
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
、

学
生
さ
ん
た
ち
に
文
章
の

「
極
意
」
を
大
急
ぎ
で
お
伝
え

し
ま
し
た
。
ち
ょ
こ
っ
と
だ

け
、再
現
し
て
み
ま
す
。

　

原
稿（
回
答
）
用
紙
を
前
に

し
て
①
ま
ず
、深
呼
吸
。な
ぜ
、

原
稿
用
紙
を
前
に
し
て
い
る

の
か
を
考
え
る
②
誰
に
、何

を
伝
え
た
い
の
か
。
考
え
る

③
自
分
は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
。
自
ら
の
視
点
、
を
考

え
る
④
書
き
出
し
を
考
え
る
。

ど
の
方
向
に
自
分
の
原
稿
の

「
進
路
」
を
考
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
が
、ペ
ン
を
持

つ
前
の
作
業
で
す
。
そ
し
て
、

書
く
。
限
ら
れ
た
持
ち
時
間

を
フ
ル
に
使
っ
て
一
気
に
書

く
。
考
え
る
と
い
う「
事
前

準
備
」
を
し
て
お
け
ば
、
原

稿
用
紙
の
１
枚
や
２
枚
や
３

枚
は
、そ
れ
こ
そ
悩
む
前
に

ゴ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

秋
田
大
学
国
際
課
長

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

秋大生、求む!!
クラブ・サークルの取り組みをアプリーレで紹介し
てみませんか。企画広報課までお気軽にご連絡くだ
さい。
●お問い合わせ先 　秋田大学 企画広報課
●TEL：018-889-3019　●FAX：018-889-2219
●E-mail：kouhou@jimu.akita-u.ac.jp

　
「
今
日
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
高
校
生
が
い
ま
す
ね
。

早
速
行
って
み
ま
し
ょ
う
」

　

7
月
28
日
、
手
形
キ
ャ
ン
パ

ス
正
門
で
の
撮
影
。オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ
た
高
校
生

が
も
の
珍
し
そ
う
に
こ
ち
ら

を
見
る
中
、
カ
メ
ラ
を
目
の

前
に
、
学
生
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が

元
気
良
く
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
駆

け
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

秋
田
大
学
で
は
、
大
学
で

行
わ
れ
る
イ
ベン
ト
等
の
様

子
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご

紹
介
で
き
る
よ
う
に
、
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
秋
大
キ
ャ

ン
パ
ス
N
A
V
I
」を
動
画

配
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、18
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
秋
医
祭

（
医
学
部
祭
）の
様
子
を
お

届
け
し
て
き
ま
し
た
。
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
は
秋
田
大
学
の
学

生
。
実
際
に
イ
ベン
ト
を
体
験

し
、学
生
の
目
線
で
レ
ポ
ー
ト

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
と
21
日
に
開
催

さ
れ
た
秋
田
大
学
祭
で
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
担
当
し
た
、
教

育
文
化
学
部
４
年
生
の
渡
辺

孝
さ
ん
は「
一
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
感
じ
る
ほ
ど
楽
し

く
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

高
校
生
を
は
じ
め
多
く
の
人

た
ち
に
秋
田
大
学
を
も
っ
と

知
って
も
ら
い
た
い
」

　

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
秋
田

大
学
を「
体
験
」し
て
み
ま
せ

ん
か
。

学生がナビゲート

大学の旬をお届け
します

秋大キャンパス
NAVI

オープンキャンパス

秋医祭（医学部祭）

秋田大学祭

●詳しくは → 秋田大学 で検索!!

c l u b  a c t i v i t i e s

秋田大学軟式野球部

Column

文章力up
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日本式双晶 （水晶）

　

甘
粛
省
国
際
研
修
班
の
一
員

と
し
て
、
９
月
か
ら
中
国
・
甘

粛
省
蘭
州
市
に
滞
在
し
て
い
ま

す
。
友
好
都
市
と
の
協
力
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
甘
粛
省

が
企
画
し
、
秋
田
大
学
か
ら
の

派
遣
職
員
は
私
で
４
人
目
に
な

り
ま
す
。期
間
は
２
カ
月
で
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
私
の
到
着

か
ら
間
も
な
く
し
て
日
中
関
係

は
急
激
に
悪
化
し
、
関
東
軍
が

柳
条
湖
事
件
を
起
こ
し
た
と
さ

れ
る
９
月
18
日
に
は
中
国
全
土

で
か
つ
て
な
い
規
模
の
デ
モ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
滞
在
す

る
蘭
州
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
日
を
ま
た
い
だ
数

日
間
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
外

出
し
な
い
よ
う
指
示
を
受
け
、

不
安
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

街
で
反
日
を
訴
え
る
看
板
等
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

こ
の
頃
か
ら
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
昨
今
の
厳
し

い
世
情
に
も
関
わ
ら
ず
、
甘
粛

省
人
民
政
府
や
蘭
州
大
学
の
皆

さ
ん
は
、
い
つ
も
安
全
に
気
を

配
っ
て
く
れ
、
励
ま
し
て
く
れ

ま
す
。厳
し
い
情
勢
ゆ
え
に
、温

か
さ
を
よ
り
感
じ
、
感
謝
の
気

持
ち
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

蘭
州
大
学
と
秋
田
大
学
は
平

成
17
年
８
月
１
日
に
国
際
交
流

協
定
を
締
結
し
、
現
在
ま
で
18

名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
秋
田
大
学
か
ら
は
こ
れ

ま
で
２
名
の
学
生
を
派
遣
し
て

お
り
、
今
は
教
育
文
化
学
部
の

平
山
知
実
さ
ん
が
留
学
生
と
し

て
現
地
で
学
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
学
生
だ
け
で
な
く
職
員
交

流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
私
が
参
加
し
て
い
る
甘
粛

省
国
際
研
修
班
の
ほ
か
、
秋
田

大
学
で
は
平
成
18
年
か
ら
現
在

ま
で
、
３
名
の
職
員
を
３
カ
月

間
受
け
入
れ
、
学
生
へ
の
中
国

語
指
導
や
職
員
へ
の
中
国
語
授

業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

私
自
身
も
蘭
州
大
学
外
事
処
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
、

日
常
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
や
学
生

向
け
の
留
学
説
明
会
で
講
演
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

と
言
う
と
お
り
、
現
地
で
目
の

当
た
り
に
し
て
気
付
く
こ
と
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
近
年
に

お
け
る
中
国
の
経
済
発
展
は
著

し
く
、
都
市
部
の
住
民
は
先
進

国
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

私
が
滞
在
し
て
い
る
甘
粛
省
は

内
陸
部
に
位
置
し
、
経
済
的
発

展
が
遅
れ
て
い
る
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。
都
市
部
と
は
対
照
的

な
地
方
農
村
部
の
生
活
か
ら
は
、

中
国
の
持
つ
も
う
一
つ
の
側
面

に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
個
人
的
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
少
数
民
族
の
暮
ら
し
で

す
。あ
え
て
利
便
性
を
放
棄
し
、

昔
な
が
ら
の
生
活
を
営
む
彼
ら

の
姿
か
ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し

て
自
ら
の
文
化
を
守
る
気
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
国
際

競
争
力
が
求
め
ら
れ
る
反
面
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
・
伝
統
を
尊

重
す
る
こ
と
も
同
様
に
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
職
員
と
し
て
、
異
な
る
文

化
圏
か
ら
訪
れ
る
学
生
と
真
摯

に
向
き
合
う「
力
」が
今
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

国
際
課　

滝
川		

敏
生

自然界が織り成す造形美
鉱物の魅力に迫る

　

日
本
式
双
晶
は
、
２
つ
の
水
晶
が

ハ
ー
ト
状
に
接
合
し
た
も
の
で
形
状
か

ら
ハ
ー
ト
水
晶
、
蝶
型
水
晶
と
も
呼
ば

れ
、
互
い
に
84
度
34
分
の
傾
き
で
交
差

し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
に
日
本
で
採

掘
さ
れ
た
も
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
大
き

く
紹
介
さ
れ
て
話
題
と
な
り
、
ド
イ
ツ

の
岩
石
学
者
が
名
前
を
付
け
ま
し
た
。

　

鉱
業
博
物
館
で
は
、
山
梨
県
乙
女
鉱

山
や
長
崎
県
奈
留
島
な
ど
有
名
な
産
地

の
、
透
明
で
き
れ
い
な
標
本
を
展
示
し

て
お
り
、
鉱
物
の
色
々
な
表
情
を
楽
し

め
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国際交流／鉱業博物館

鉱業博物館は、秋田大学の長年にわたる
研究活動においてコレクションされた地
質や鉱工業に関連した20,000点を超え
る資料を展示・保管しています。また、大
学の最新の研究成果を地域社会に分か
りやすく伝える役割も果たしています。
展示棟では、国内及び世界各地から産出
した様々な色や形の鉱物、珍しい岩石や
化石、そして鉱工業に関連した資料など
を多数展示しています。その中から、今回
は「日本式双晶（水晶）」をご紹介します。

鉱業博物館
Mining Museum of 
Akita University

秋田大学大学院工学資源学研究科附属

【鉱業博物館】
●開館時間／ 9時～16時
●休 館 日／ 12月26日～翌年1月5日
●入 館 料／ 〈個人〉大人250円
　 〈団体（30名以上）〉大人190円
　 ※高校生以下無料
●お問い合わせ／☎018-889-2461

日
本
式
双
晶（
水
晶
）。

形
状
か
ら
ハ
ー
ト
水
晶
、

蝶
型
水
晶
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

84
度
34
分
の
角
度
で
接
合

国際
交流
蘭
州
大
学
か
ら

蘭州大学のキャンパスは子どもの遊び場にもなる。

にわか剣士、ドヤ顔でポーズ

鉱業博物館1階ホール
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社会貢献活動

　

今
回
は
、
伝
統
芸
能
の
復
活

に
、
学
生
力
が
呼
び
水
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

毎
年
、
お
盆
の
８
月
16
日
に

開
催
さ
れ
て
い
る
阿
仁
の
花
火

大
会
は
、
灯
籠
流
し
の
あ
る
花

火
と
し
て
、
五
十
年
も
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
座
に
獅

子
踊
り
や
駒
踊
り
、
阿
仁
音
頭

な
ど
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、

ひ
と
頃
は
旧
阿
仁
町
の
人
口
を

遙
か
に
上
回
る
二
万
人
の
観
客

で
賑
わ
い
、
祖
先
の
供
養
と
と

も
に
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
こ
数
年
、
伝
統
芸

能
の
お
披
露
目
は
途
絶
え
、
花

火
大
会
の
開
催
さ
え
危
ぶ
ま
れ

る
な
ど
、
歴
史
的
な
営
み
の
継

承
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き「
秋
田
大
学
の
学

生
さ
ん
で
も
来
て
、
盛
り
上
げ

て
く
れ
れ
ば
な
ぁ
」と
い
う
大

会
事
務
局
の
つ
ぶ
や
き
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
一
言
が

き
っ
か
け
で
、
そ
の
二
カ
月
後

に
、
花
火
大
会
前
座
と
し
て
の

伝
統
芸
能
が
復
活
し
た
の
で
す
。

  

婦
人
会
に
よ
る
伝
統
芸
能「
阿

仁
音
頭
」、
鉱
山
に
纏
わ
る
踊

り「
か
ら
め
節
」は
、
観
客
の
心

に
郷
愁
を
呼
び
起
こ
し
、
続
く

秋
田
大
学
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル

「
よ
さ
と
せ
歌
舞
輝
」の
力
強
い

演
舞「
神
剛（
か
み
が
た
）」「
燦

（
さ
ん
）」は
、会
場
を
一
気
に
若

返
ら
せ
ま
し
た
。
影
響
を
受
け

た
地
元
小
・
中
学
生
は
、大
張
り

切
り
。「
よ
っ
ち
ょ
れ
」「
ニ
ュ
ー

ソ
ー
ラ
ン
」の
懸
命
な
演
舞
に
、

観
客
は
拍
手
喝
采
。
森
吉
ダ
ン

ス
キ
ッ
ズ
の
賛
助
出
演
も
飛
び

出
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

続
く
小
・
中
・
秋
大
生
に
よ
る
合

同
演
舞
で
、
会
場
の
興
奮
は
最

高
潮
に
達
し
ま
し
た
。　

最
後

は
、
比
立
内
地
区
が
誇
る
伝
統

芸
能「
駒
踊
り
」の
登
場
で
す
。

天
空
に
響
く
太
鼓
の
音
と
勇
壮

な
踊
り
は
数
百
年
の
刻
の
流
れ

も
鮮
や
か
に
、
そ
の
後
の
灯
籠

流
し
と
花
火
供
養
へ
と
続
き
ま

し
た
。

  

「
や
っ
ぱ
り
、
若
い
っ
て
い
い

よ
な
ぁ
…
」周
り
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
声
の
方
向
に
思
わ
ず
目

を
や
る
と
、
観
客
の
表
情
が
満

足
げ
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

伝
統
芸
能
は“
老
若
男
女
”で

織
り
な
す
こ
と
。「
地
域
活
性
化

ノ
ー
ト
」に
、
ま
た
新
た
な
一

ペ
ー
ジ
が
加
わ
り
ま
し
た
。

秋田大学

分校長
だより　

伝
統
芸
能
復
活
の
兆
し
！

北
秋
田
分
校
長

濱
田
　
純

Vol.
04

〈ヒント〉看板の文字は漢字で書かれています。

この牛のような生き物は？
〈ヒント〉秋田大学が協定を結んだあの国の国獣です。〈ヒント〉「ゲル」という名前の移動式住居です。

〈ヒント〉仏教の国。祈ります。

秋田大学よさこいサークル「よさとせ歌舞輝」

　

秋
田
大
学
が
お
届
け
す
る
写
真
館
、そ

の
名
も「Feel the w

orld

」。

　

秋
田
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
・
国
際

課
は
世
界
の
様
々
な
国
と
交
流
を
進
め
て

い
ま
す
。秋
田
大
学
、さ
ら
に
は
日
本
を

飛
び
出
す
と
、そ
こ
に
広
が
る

の
は
新
し
い
景
色
、新
し
い
文

化
、新
し
い
出
会
い
。「Feel the 

w
orld

」で
は
そ
ん
な
世
界
中
か

ら
の
一
コ
マ
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

現
在
は
主
に
ア
ジ
ア
地
域

の
写
真
を
公
開
中
。こ
の
4
枚

は
ブ
ー
タ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
タ

イ
、香
港
か
ら
1
枚
ず
つ
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
す
。さ
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
写
真
は
ど
の
地
域
に
当
て
は
ま
る

で
し
ょ
う
。詳
し
く
は
秋
田
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●  

秋
田
大
学
で
検
索
!!

Feel the World
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OB・OGメッセージ

【質問内容】
1 

自
己
紹
介

2 

秋
田
大
学
を
就
職
先
に
選
ん
だ
理
由
は
？

3 

仕
事
内
容

4  ﹁
社
会
人
に
な
っ
て
変
わ
っ
た
﹂と
感
じ
る
こ
と
は
？

5 

学
生
時
代
に
や
っ
て
お
き
た
か
っ
た
、や
り
残
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

6 

今
後
の
目
標（
ビ
ジ
ョ
ン
）

7 

秋
と
言
え
ば
何
の
秋
？

8 

後
輩
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

様
々
な
現
場
で
活
躍
し
て

い
る
秋
田
大
学
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ

の「
今（
＝
な
う
）」を
お
届
け

し
ま
す
。ひ
と
足
先
に
秋
田

大
学
を
卒
業
し
た
先
輩
た

ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

Answer
2  秋田出身ということもあり、地
元で自分が学んだことを生かすため
に一番良い環境だと思ったからです。

3 依頼された実験装置等の製作を
行っています。機械工場にあるフライ
ス盤や旋盤といった工作機械を用いて
様々な金属を加工します。また、研究
室で研究や実験の補助もしています。

4 生活が規則正しくなりましたね。学
生の頃は昼夜が逆転するほど乱れてい
たのによく改善できたものだなと。あ
と、以前より意識して挨拶するように
なりました。心がけひとつで相手との
良好な関係が築けるのでオススメです。

5 とりあえず、もっとはっちゃけて
おけばよかったです。就職してしま
うと思うようにできないことも多い
ので。

6 技術面がまだまだ未熟でうまくできないこ
とも多いので、先輩職員の指導のもと、さらに経
験を積んで一人前の技術者になれるよう励んで
いきたいです。また、研究活動に携わる機会もあ
るので、最終的には技術と研究共に熟達した「ハ
イブリッドな職員」になるのが目標です。

7 食欲の秋!!
「カツオ」が好きです。たたきにして、
新米のごはんと一緒にいただくのは
格別ですね。

8 大学生には自由な時間がたっぷりあります。勉
強、遊び、バイト、やりたいことを思うがままにど
んどんやっていきましょう。そして、何事にも全力
で取り組んでみてください。良い結果、悪い結果、
いずれにしても必ずそれはあなたの糧になるはず
です。皆さん、楽しい大学生活を送ってください。

赤田		拡丈さん

Akata Hirotake
勤務先

秋田大学  工学資源学
研究科 技術部
工学資源学部 機械工学科
平成21年3月卒業

【座右の銘】

1

Answer
2  研究や実験に携わる仕事がした
かったので、技術職員という職種を
選び、学び親しんだ秋田大学を就職
先に決めました。

3 研究室での研究や実験の補助、学
生実験などを担当しています。

4 先のことを考えて行動できるよう
になったと思います。並行していく
つかの仕事をしなくてはならない時
もあるので、効率よく仕事をするた
めに、計画的に先を見据えて動くよ
うにしています。

5 英語力を身に付けておきたかっ
たです。英会話ができれば、仕事でも
とても役立ちますし、海外旅行だっ
て楽しめますからね♪

6 どんな状況でも対応できるよう
に、経験を積んでいきたいです。あと、
まだまだ知識が足りないので、勉強
して応用力も身に付けたいです。

7 スポーツの秋!!
この頃あまり動いていないので、運
動したいですね。

8 キャンパスライフを存分に楽し
んでください！今しかできないこと
に、たくさんチャレンジしてみてく
ださい!!数年後、その時の思い出が励
みになりますよ(^^)

佐藤		菜花さん

S a t o  N a k a
勤務先

秋田大学  工学資源学
研究科 技術部
工学資源学部　地球資源学科
平成18年3月卒業

【座右の銘】

1
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ニュース&トピックス

工
学
資
源
学
部
の
学

生
が﹁
M
O
S
世
界
学

生
大
会
2
0
1
2
﹂で

8
位
に
入
賞

　

７
月
29
日
か
ら
8
月
1
日
に
か

け
て
、
ア
メ
リ
カ
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
て

開
催
さ
れ
た﹁
MO

S（M
ic

ro
so

ft 
O

ffic
e

 Sp
e

c
ia

list

）
世
界
学
生
大

会
2
0
1
2
﹂に
秋
田
大
学
工
学
資
源

学
部
4
年
生
の
本
郷
晋
也
さ
ん
が
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
部
門
日
本
代
表
と
し
て

出
場
し
、世
界
第
８
位
に
輝
き
ま
し
た
。

MO

S
と
は﹁M

ic
ro

so
ft O

ffic
e

﹂

の
利
用
ス
キ
ル
を
証
明
で
き
る
資
格
の

こ
と
で
、
今
回
こ
の
大
会
に
は
世
界
53

カ
国
か
ら
延
べ
52
万
１
千
人
、
日
本
か

ら
は
延
べ
6
万
5
千
人
も
の
学
生
が
参

加
。
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
各
国
の
代

表
が
そ
れ
ぞ
れ
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
各
部
門
で
ス
キ
ル
を

競
い
ま
し
た
。

　

本
郷
さ
ん
は
2
年
間
、
研
究
や
ア

ル
バ
イ
ト
と
平
行
し
て
資
格
取
得
の

勉
強
を
こ
な
し
、
念
願
の
日
本
代
表

に
選
出
さ
れ
、
今
回
の
結
果
に
結
び

付
き
ま
し
た
。

秋
田
大
学
竿
燈
会
、
秋

田
竿
燈
ま
つ
り
に
連
続

42
回
の
出
場

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
東
北
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ

秋
田
竿
燈
ま
つ
り
が
8
月
3
日
か
ら
6

日
ま
で
行
わ
れ
、
秋
田
の
夏
を
大
い
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
秋
田
大
学
の
教
職

員
で
構
成
す
る
秋
田
大
学
竿
燈
会
も
昭

和
46
年
の
初
出
場
以
来
、
今
回
で
連
続

42
回
の
出
場
を
果
た
し
、ま
た
、ま
つ
り

2
日
目
に
は
附
属
特
別
支
援
学
校
が
28

年
連
続
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
は
、
過
去

最
多
の
2
6
1
本
の
竿
燈
が
出
竿
し
、

笛
の
合
図
で
開
始
が
告
げ
ら
れ
る
と
竿

燈
が
一
斉
に
立
ち
上
が
り
、
通
り
は
光

の
稲
穂
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
秋

田
大
学
も
、
高
さ
12
メ
ー
ト
ル
、
重
さ

50
キ
ロ
に
及
ぶ﹁
大
若
﹂
2
本
を
出
竿

し
、
笛
や
太
鼓
の
勇
壮
な
お
囃
子
の
音

と﹁
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
﹂の
掛
け
声
に
合
わ

せ
、﹁
差
し
手
﹂た
ち
が
連
日
み
ご
と
な

演
技
を
披
露
し
て
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

第
8
回
能
代
宇
宙
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

　

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
な
ど
を
と
お

し
、
大
学
生
や
高
校
生
が
宇
宙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
8
月
17
日
か

ら
24
日
に
か
け
て
能
代
宇
宙
広
場（
秋

田
県
能
代
市
浅
内
第
三
鉱
さ
い
堆
積

場
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
大
学

を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
大
学
と
秋
田

県
、
能
代
市
等
で
運
営
す
る
能
代
宇
宙

イ
ベ
ン
ト
協
議
会
の
主
催
で
、
全
国
か

ら
約
4
0
0
人
の
大
学
生
や
高
校
生

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

19
日
の
一
般
公
開
日
に
は
、
小
学
生

が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た
水
ロ
ケ
ッ

ト
の
競
技
会
や
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

上
げ
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
23
日
と
24
日
に
は
、
火

薬
類
を
使
わ
な
い﹁
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
﹂の
打
上

げ
が
実
施
さ
れ
、
秋
田
大
学

と
東
海
大
学
が
打
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

参
加
大
学
が
作
成
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
コ
ン

テ
ス
ト
や
、
大
学
生
に
よ
る

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ

ケ
ッ
ト
打
上
げ
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
会
場
は
3
0
0
0
人
を

超
す
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

生
体
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
設
置
記
念
式
典

を
開
催

　

8
月
30
日
、
生
体
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
設
置
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
体
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
は﹁
21

世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂及
び﹁
グ

ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂で
培

わ
れ
た
、
生
命
科
学
の
分
野
に
お
け
る

秋
田
大
学
と
群
馬
大
学
の
連
携
の
成
果

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
秋
田
大
学
側
の

中
心
組
織
と
し
て
、ま
た
、秋
田
大
学
の

重
点
的
研
究
の
一
つ
で
あ
る
、
生
命
科

学
に
お
け
る
最
先
端
の
研
究
を
行
う
組

織
と
し
て
平
成
24
年
４
月
１
日
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

 

当
日
は
式
典
に
先
立
ち
、
原
田
彰
宏
大

阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
、

三
浦
正
幸
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研

究
科
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
31
日
に
は﹃
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム﹁
生
体
調
節
シ
グ

ナ
ル
の
統
合
的
研
究
﹂（
群
馬
大
学
・
秋

田
大
学
連
携
）の
さ
ら
な
る
展
開
﹄を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。群
馬
大
学
・
秋
田
大
学
の
研
究
者
に

よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
出
席
者
に
よ
る

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
大
学
北
秋
田

分
校
教
養
セ
ミ
ナ
ー

﹁
ブ
ー
タ
ン
王
国
か

ら
学
ぶ
こ
と
︵
真
の
幸

せ
と
は
︶﹂を
開
催

　

秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
は
９
月
20

日
、
北
秋
田
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
秋

田
大
学
北
秋
田
分
校
教
養
セ
ミ
ナ
ー

﹁
ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら
学
ぶ
こ
と（
真
の

幸
せ
と
は
）﹂を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
田

大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
西
田
文
信

准
教
授
が
、現
在
、世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
る
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
歴
史
や

文
化
、政
策
、日
本
と
の
関
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
解
説
。
ブ
ー
タ
ン
王
国
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

東
北
公
益
文
科
大
学

と
連
携
協
定
を
締
結

　

秋
田
大
学
と
東
北
公
益
文
科
大
学
は

10
月
3
日
に
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
東
北
日
本
海
側
地
域
に
あ
る
大
学

と
し
て
、相
互
の
教
育
・
研
究
の
一
層
の

進
展
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
貢
献

及
び
国
際
交
流
活
動
な
ど
活
発
な
交
流

や
連
携
強
化
に
組
織
間
で
取
り
組
む
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

締
結
式
で
は
、
吉
村
昇
秋
田
大
学
長

が﹁
同
じ
日
本
海
側
に
位
置
す
る
高
等

教
育
機
関
と
し
て
、
両
大
学
か
ら
優
れ

た
人
材
を
育
て
、
日
本
海
地
域
か
ら
日

本
や
東
ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を

育
て
た
い
﹂と
挨
拶
。
町
田
睿
東
北
公
益

文
科
大
学
長
も﹁
秋
田
と
庄
内
は
、古
く

は
出
羽
の
国
と
し
て
一
つ
で
あ
り
、
東

ア
ジ
ア
も
見
据
え
た
日
本
海
側
地
域
の

連
携
が
重
要
だ
と
考
え
、
庄
内
に
あ
る

大
学
と
し
て
、
地
方
か
ら
日
本
を
背
負

う
人
材
を
輩
出
し
た
い
﹂と
話
し
ま
し

た
。今
後
、共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
、
東
北
日
本
海
地
域
に
お
け
る
次

世
代
の
地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
育
成
な

ど
を
図
り
ま
す
。

　

今
回
で
秋
田
大
学
と
他
大
学
間
と
の

協
定
締
結
は
6
件
目
と
な
り
ま
す
。

ニュース
&

トピックス
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 ■教育研究プログラム等採択状況
　（平成24年7月1日～9月30日採択分）

制度名 プロジェクト名 事業期間
（年度）

交付金額等
（単位：千円） 所属・事業代表者

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

石綿含有災害廃棄物からの環境
浄化材製造技術の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
和嶋  隆昌

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

溶融炭酸塩の電析法を用いた高
効率ネオジム磁石リサイクル技
術の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
福本  倫久

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

災害救助用遠赤外線カメラに用
いる焦点可変制御素子の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
河村  希典

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

被災地等遠隔医療にも応用可能
な癌の位相幾何的アルゴリズム
診断技術の開発

24～
25年度 1,690

医学系研究科
後藤  明輝

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

土壌からの除塩および重金属除
去用余剰汚泥のイオン吸着電極
変換技術の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
鈴木  雅史

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

高導電率・高透過率下地層を用
いたヒ素・量子ドットレス薄膜
太陽電池の製造技術の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
佐藤  祐一

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

リモートセンシングデータを用
いた震災廃棄物量推定法の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
景山  陽一

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

省エネルギー・省貴金属型揮発
性有機化合物燃焼触媒の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
加藤  純雄

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

超低消費電力型磁気記録装置の
開発に役立つ強磁性・強誘電薄
膜の磁気・電気特性同時評価シ
ステムの開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
吉村　哲

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

生コンスラッジ廃棄物の燃焼ガ
スからの有害物質の回収への適
用性の検討

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
宗像  健三

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

災害身元不明者の早期保護が可
能となる義歯へのレーザー加工
刻印技術の開発

24～
25年度 1,690

附属病院
田中  清志

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

地震後の降雨に伴う土砂災害危
険時の自治体と住民との減災情
報共有技術の開発

24～
25年度 1,690

地域創生センター
水田  敏彦

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

炭素還元を利用した廃石膏から
の酸化カルシウム再生技術の開
発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
加藤  貴宏

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

震災で脊椎損傷を煩ったペット
の簡易・安全脊椎固定インプラ
ントの開発

24～
25年度 1,690

附属病院
菅原　卓

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

被災地域の衛生環境改善を可能
とする発酵食品成分由来殺菌剤
の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
伊藤  英晃

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

レアメタルレス・低公害プロセ
スで製造する酸化チタン系高性
能熱電材料の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
布田　潔

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

パルス磁場を用いた磁気力顕微
鏡探針の保磁力検査システム

24～
25年度 1,690

ベンチャー・ビジネス・
ラボラトリー
木下  幸則

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

ホップやウルイなど被災地の未
利用農産物を活用した健康食品
素材の開発

24～
25年度 1,690

教育文化学部
池本　敦

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

超音波微細水滴を用いた屋内撤
去活動に伴う粉塵飛散の抑制技
術の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
大川  浩一

JST　平成24年度
復興促進プログラム
（A-STEP）　探索タイプ

根酸構成成分による農地土壌か
らのセシウム及びストロンチウ
ムの除去と放射性廃液の濃縮・
減量技術の開発

24～
25年度 1,690

工学資源学研究科
村上  英樹

 ■海外渡航（学生） 【学生の海外派遣事業等】
事業名または経費 所属学部等名・氏名 留学先大学名（国名） 渡航期間

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

教育文化学部　国語言語文化課程
［1年］ 磯谷　匠

短期研修／
ビクトリア大学英語センター

（カナダ）

24.9.3 ～ 
24.9.29

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

教育文化学部　国語言語文化課程
［1年］ 佐藤  華奈 

短期研修／
ビクトリア大学英語センター

（カナダ）

24.9.3 ～ 
24.9.29

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

教育文化学部　国語言語文化課程
［1年］ 柴田  朱里

短期研修／
ビクトリア大学英語センター

（カナダ）

24.9.3 ～ 
24.9.29

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

工学資源学部　生命化学科
［1年］ 佐藤  晶子 

短期研修／
ビクトリア大学英語センター

（カナダ）

24.9.3 ～ 
24.9.29

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

工学資源学部　材料工学科
 ［4年］ 酒井　亮  

短期研修／
ビクトリア大学英語センター

（カナダ）

24.9.3 ～ 
24.9.29

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

工学資源学研究科　地球資源学専攻
［1年］ 山内  祥行

短期研修／
チュラロンコン大学（タイ）

24.8.10～
24.8.25

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

医学部　医学科
［1年］ 藤田　環

短期研修／
ケニヤッタ大学他（ケニヤ）

24.8.26～
24.9.17

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

教育文化学部　国際言語文化課程
［2年］ 佐々木  夏海

短期研修／
ケニヤッタ大学他（ケニヤ）

24.8.26～
24.9.17

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

教育文化学部　国際言語文化課程
［2年］ 佐々木  美祐

短期研修／
ケニヤッタ大学他（ケニヤ）

24.8.26～
24.9.17

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

教育文化学部　国際言語文化課程
［2年］ 三浦  奈月

短期研修／
ケニヤッタ大学他（ケニヤ）

24.8.26～
24.9.17

秋田大学学生
海外短期研修
支援事業

教育文化学部　国際言語文化課程
［2年］ 山村　燿

短期研修／
ケニヤッタ大学他（ケニヤ）

24.8.26～
24.9.17

秋田大学学生
海外派遣支援事業

工学資源学部　生命化学科
［2年］ 中村  隆太郎

交換留学／
ボツワナ大学（ボツワナ）

24.8.14 ～ 
25.5.31

秋田大学学生
海外派遣支援事業

教育文化学部　学校教育課程
［3年］ 中林  侑大

交換留学／
セント・クラウド州立大学（米国）

24.8.19 ～ 
25.5.11

秋田大学学生
海外派遣支援事業

教育文化学部　国際言語文化課程
［3年］ 平山  知実

交換留学／
蘭州大学（中国）

24.8.26～
25.7.30

秋田大学学生
海外派遣支援事業

教育文化学部　国際言語文化課程
［3年］ 千田  美穂

交換留学／
ブカレスト大学（ルーマニア）

24.9.27 ～ 
25.7.2

 ■人事異動情報（平成24年7月2日～10月1日）
    【掲載対象は、部局長等・教授以上】

発令年月日 新配置 旧配置 氏　名
教職員［採用・退職・昇任等］

平成24年9月1日
大学院工学資源学研究科

教授
大学院工学資源学研究科

准教授 坪井　ひろみ

平成24年10月1日 教育文化学部教授 教育文化学部准教授 上田　由紀子

平成24年10月1日 教育文化学部教授 教育文化学部准教授 内海　　　淳

平成24年10月1日
大学院工学資源学研究科

教授
大学院医学系研究科

准教授 涌 井　 秀 樹

学 内 情 報
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学 内 情 報

　

秋
田
大
学
生
た
ち
に
よ
る

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
も
長
期
休
暇
を
経
て

ま
す
ま
す
活
発
に
、そ
し
て

様
々
な
成
果
が
あ
が
っ
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
地
域
の
方
々
や
地
元

企
業
と
の
連
携
し
た
活
動
も

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、ひ
と
き
わ

活
躍
し
て
い
る「
秋
田
ま
る
ご

と
！
G
A
B
A
ヘ
ラ
ア
イ
ス
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
年
か
ら
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
、女
子
学
生
を
中

心
に
、
地
域
の
方
々
と
連
携

す
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
様
子
を
工
学
資
源

学
部 

環
境
応
用
化
学
科
の

倉
田
伊
吹
さ
ん
、寺
田
千
尋

さ
ん
に
紹
介
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

G
A
B
A（
ギ
ャ
バ
）と
は
？

動
物
や
植
物
に
も
と
も
と
含
ま
れ
て

い
る
天
然
の
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
。
抗

ス
ト
レ
ス
作
用
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
あ
る
。

﹁
秋
田
ま
る
ご
と
！

G
A
B
A
ヘ
ラ
ア
イ
ス
﹂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

私
た
ち
は
、秋
田
名
物
バ

バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
を
ヒ
ン
ト
に
、

季
節
毎
に
変
わ
る
秋
田
県

の
お
い
し
い
食
べ
物
と
、
秋

田
大
学
が
独
自
に
開
発
し

た
米
糠
由
来
の
酵
素
に
よ
り

G
A
B
A
を
生
産
す
る
技
術

（
特
許
第
4
5
3
7
4
8
6

号
）を
用
い
て
、秋
田
大
学
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
G
A
B
A
入
り

ア
イ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
で
、

「
秋
田
の
活
性
化
を
図
り
た

い
」
と
い
う
目
標
の
下
に
集

ま
っ
た
、環
境
応
用
化
学
科

の
学
生
の“
女
子
会
”で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
主
な

活
動
は
、ア
イ
ス
に
用
い
る

G
A
B
A
入
り
シ
ロ
ッ
プ
の

開
発
を
５
月
か
ら
始
め
、７

月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、

そ
し
て
８
月
の
能
代
宇
宙

イ
ベ
ン
ト
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
を

お
披
露
目
し
、試
食
会
を
行

い
ま
し
た
。
佐
竹
秋
田
県
知

事
を
は
じ
め
、全
国
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
５
０
０
人
を
超

え
る
方
々
に
試
食
し
て
い
た

だ
き
、好
評
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
能

代
山
本
地
区
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
も
で
き
、こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
八
峰
町

で
伝
統
的
な
製
法
を
用
い
、

し
ょ
っ
つ
る
を
製
造
し
て
い

る「
ひ
よ
り
会
」
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
ひ

よ
り
会
が
製
造
し

て
い
る
し
ょ
っ
つ

る
を
使
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス

作
り
を
目
標
に
、

「
G
A
B
A
ヘ
ラ
ア

イ
ス 

× 

ひ
よ
り
会
」

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン

活
動
を
始
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も

地
域
の
皆
さ
ま

の
声
を
大
事
に

し
、
秋
田
の
食
材

を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
商
品

を
作
る
こ
と
で

“
秋
田
ま
る
ご
と
！
”
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
私
た
ち
の
活
動
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w

w
.

gabahera.com

）、tw
itter

（@
gabahera

）
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
、ご
要
望
等
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

工
学
資
源
学
部

環
境
応
用
化
学
科

倉
田
伊
吹
／
寺
田
千
尋

も
の
づ
く
り
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

神
谷　

修 
K

a
m

i
y

a
 

O
s

a
m

u

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

能代宇宙イベント

「秋田まるごと！GABAヘラアイス」プロジェクトと
「ひより会」の皆さん

　

現
在
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
議
論
が
進
む
に
つ
れ

て
、地
方
の
中
規
模
大
学
に
お
け

る
産
学
連
携
の
重
要
性
が
論
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。私
は
秋
田
大
学

の
産
学
連
携
を
実
務
面
か
ら
担

う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

大
学
研
究
者
の
皆
さ
ま
の
産
学

連
携
に
お
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
の
基
幹
と
な
っ
て

い
る
の
は
、前
職
で
あ
る（
独
）新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構（
以
下
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
フ
ェ
ロ
ー
時
代
に
遡

り
ま
す
。当
時
か
ら「
知
的
財
産

を
意
識
し
た
事
業
化
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
の
推
進
」を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、入
口
か
ら

出
口
ま
で
の
一
貫
し
た
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。現
在
は
、こ
の
活
動
を

通
し
て
、次
の
９
つ
の
項
目
①
研

究
シ
ー
ズ
の
発
掘
②
知
的
財
産

の
目
利
き
③
シ
ー
ズ
・ニ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
④
企
業
と
の
共
同

研
究
の
構
築
⑤
大
型
競
争
的
資

金
へ
の
申
請
支
援
⑥
新
し
い
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
築
⑦
学

金
連
携
⑧
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
創
出
⑨
地
域
の
産
学
連
携
支

援
と
、横
断
的
に
産
学
連
携
に
係

る
問
題
の
解
決
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継

続
す
る
こ
と
で
、秋
田
大
学
の
競

争
的
資
金
採
択
件
数
は
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
研
究（
以

下
、Ｆ
Ｓ
）を
中
心
に
、年
々
増
加

し
て
お
り
、全
国
的
に
も
高
い
レ

ベ
ル
の
採
択
数
を
得
る
ま
で
に

至
り
ま
し
た
。今
後
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｆ
Ｓ
の
研
究

費
獲
得
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、

採
択
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ
を
さ
ら
に
大

き
な
研
究
に
仕
上
げ
て
い
き
、群

化
し
て
秋
田
大
学
の
次
世
代
看

板
研
究
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、産
学
連
携
学
会
に
お
い

て
は「
次
世
代
を
担
う
若
手
研
究

者
の
支
援
」を
テ
ー
マ
に
発
表
を

行
っ
て
お
り
、若
手
研
究
者
の
皆

さ
ま
が
研
究
し
や
す
い
環
境
を

産
学
連
携
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、単
に
競
争
的
資

金
獲
得
だ
け
で
は
な
く
、応
用

研
究
を
側
面
か
ら
一
貫
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
後
も
地

域
発
の
新
技
術
創
出
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

秋
田
大
学
の
研
究
を
支
え
る

産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

（
独
）科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）の
競
争
的
資
金
で

あ
る
Ａ
―
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ（
復
興
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
秋
田

大
学
か
ら
20
件
の
研
究
が
採
択
さ
れ
、
10
月
１
日
よ
り

研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。こ
れ
ら
の
研
究
は
、
秋
田
大

学
産
学
連
携
推
進
機
構
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
研

究
者
の
共
同
申
請
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

産
学
連
携
の
強
化
を
図
る
上
で
、重
要
視
さ
れ
る
産
学

連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。
秋
田
大
学
で
は
伊
藤
慎
一

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
そ
の
一
翼
を
担
う
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
大
学
教
育
に
お

い
て
も
急
速
に
進

展
し
て
お
り
、教

職
員
や
学
生
の
海

外
の
大
学
と
の
交

流
が
年
々
増
加
。そ
れ
に
伴
い
、

学
生
に「
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
能
力
」を
身
に
付
け
さ
せ
る

必
要
性
が
、以
前
に
も
増
し
て

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。現
代

は
本
当
に
世
界
が
近
く
、世
界

を
知
ら
な
い
と
生
き
て
い
け
な

い
時
代
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、

今
回
は「
国
際
化
に
対
す
る“
秋

田
大
学
の
挑
戦
”」を
特
集
し
ま

し
た
。秋
田
大
学
の
留
学
生
数

は
こ
の
10
月
で
２
０
０
人
を
超

え
、10
月
１
日
に
は
秋
季
留
学

生
歓
迎
式
を
開
催
。キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
日
本
語
以
外
の
言
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
て
い
る
姿

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、国
際

色
豊
か
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
き

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
大
学
は
今
、国
際
資
源

学
部（
仮
称
）の
平
成
26
年
度
創

設
や
学
部
改
組
に
向
け
て
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら

の
改
革
・
改
組
を
契
機
と
し
て
、

海
外
に
留
学
し
た
よ
う
な
環
境

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ
た
ら
良

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
の
表
紙
の
モ
デ

ル
は
、医
学
部
２
年
の
柴
田
さ

ん
。今
年
、18
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
秋
医
祭（
医
学
部
祭
）の
ミ

ス
秋
大
医
学
部
に
選
ば
れ
た
学

生
さ
ん
で
す
。撮
影
場
所
は
、医

学
部
附
属
病
院
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
。表
紙
は

秋
を
イ
メ
ー
ジ
し
、落
ち
着
い

た
色
彩
と
し
ま
し
た
。（
悟
空
）

秋
田

大
学

広
報

誌
 〈

ア
プ

リ
ー

レ
〉

第
38 号
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成
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発
行

編集
後記

〈催し物〉
「市民のための夜間天体観察会」
●毎月第1土曜日
●秋田大学手形キャンパス　☎018･889･2655
------------------------------------------------------------

秋田大学教育文化学部
附属特別支援学校ミニ学校展
附属特別支援学校の教育活動の写真や児童生徒の
作品を展示する。
●10月30日（火）～11月6日（火）10:30～17:00　
　（土日祝日は除く）
●秋田大学インフォメーションセンター
●入場無料　☎018･862・8525
------------------------------------------------------------

次世代がん治療推進
専門家養成プラン in AKITA
～秋田県の明日のがん医療を考える～
次世代がん治療推進専門家養成プランの内容、がん
治療の現状や今後の課題などについて講演する。
●11月3日（土）10:30～12:30
●秋田温泉さとみ（秋田市添川境内川原142-1）
●参加無料　☎018・884・6543
------------------------------------------------------------

秋田産学官共同研究拠点センター
新技術説明会
大学等のライセンス・共同研究可能な特許（未公開
特許を含む）を発表。発明者自身が企業関係者を対
象に実用化を展望した技術説明を行い、広く実施
企業・研究パートナーを募る。
●11月6日（火）13:00～16:05
●科学技術振興機構JST東京別館ホール（東京・市ヶ谷）
☎018･889・3020
------------------------------------------------------------

山本作兵衛氏炭坑記録画展
ユネスコ世界記憶遺産にも登録された、石炭採掘
現場の様子と坑夫の生活風景画を展示する。
●11月6日（火）～25日（日）9:00～16:00
●秋田大学大学院工学資源学研究科附属鉱業博物館
☎018・889・2461
------------------------------------------------------------

ブータン展
ブータンシンポジウムの開催にあわせ、ブータン
で撮影した写真や民家の再現パネル、民族衣装を
展示する。
●11月7日（水）～14日（水）10:30～17:00（土日は除く）
●秋田大学インフォメーションセンター
●入場無料　☎018･889・2856
------------------------------------------------------------

ブータンシンポジウム
ブータンに学ぶ「幸福学」
平成24年7月6日に、秋田大学と国際交流協定を締
結した王立ブータン大学の理事らを招き、幸福や
GNH（国民総幸福量）教育をテーマにシンポジウ
ムを開催する。
●11月8日（木）14 :00～17:00
●秋田大学60周年記念ホール
●参加無料　☎018･889・2856
------------------------------------------------------------

第17回 秋田肝臓大学
秋田大学肝疾患相談センターの三浦光一特任講
師、秋田大学消化器内科の澁谷友美医員がそれぞ
れ「肝疾患～最新の話題～」「ここまで分かる超音
波検査」について講演する。
●11月10日（土）10:00～11:00
●秋田大学医学部医学系研究棟4階6講義室
●参加無料、予約不要　☎018･884・6297
------------------------------------------------------------

平成24年度 三大学連携事業
留学生とおしゃべりCooking 
in 男鹿市
秋田大学、秋田県立大学、国際教養大学が連携し
て開催。各大学へ通う留学生が母国の料理を男鹿
市の小学生と一緒に作る。
●11月17日（土）10:00～13:00
●男鹿市脇本公民館（男鹿市脇本字前野8）
●要申込（男鹿市内の小学生で保護者同伴可）、
　先着20名　☎018･872・1522（秋田県立大学）
-----------------------------------------------------------

平成24年度 秋大憩いのコンサート
【第26回】●11月18日（日）14:00～
情熱のスパニッシュ・ピアノ／アルベニス、グラナド
ス、ファリャ…スペインの小品を集めて
【第27回】●12月15日（土）14:00～
学生によるクリスマス・コンサート／ピアノ、声楽、
管楽器、合唱
【第28回】●1月27日（日）14:00～
ピアノ三重奏の魅力 ピアノトリオ “コレンテ”／
メンデルスゾーン　ピアノ三重奏曲 ニ短調
作品49～第1楽章　ほか
【第29回】●2月17日（日）14:00～
ザ・ロマンティック・ピアノ／おしゃべりピアニス
ト“アラタマン”による華麗なるワンマンショー
【第30回】●3月23日（土）14:00～
美しい春の調べ／春にちなんだ歌とピアノの名曲
●秋田大学インフォメーションセンター
●入場無料　☎018･889･2647
------------------------------------------------------------

平成24年度
第2回北秋田分校教養セミナー
秋田のことば－老人（シニア）と若者の－
地域のことばは生活を支え、人を育む大切なもの。
秋田のことば、特にシニア世代と若者のことばの違
いに着目して解説する。
●11月21日（水）14:00～15:10
●秋田北鷹高等学校大講堂（北秋田市伊勢町1-1）
●定員220名、要申込
☎0186・62・1111（北秋田市役所）
------------------------------------------------------------

平成24年度  メディカル・サイエンス
カフェ・ネクスト
健康長寿社会のために
－あなどれない高血圧：高血圧管理と運動－
高血圧症に代表される生活習慣病は、生活習慣の
修正によって治療の効果が得られる。血圧をコン
トロールして元気で長生きするために、生活習慣
の修正、特に運動の大切さについて解説、意見交
換を行う。
●11月21日（水）15:30～17:00
●秋田北鷹高等学校大講堂（北秋田市伊勢町1-1）
●定員220名、要申込
☎0186・62・1111（北秋田市役所）
------------------------------------------------------------

産学イブニング・サロンあきた
（SESSA）
産（企業）、学（大学）、官（行政）が集い、語らいながら
秋田の未来につながるヒントを探し、切磋（SESSA）
琢磨することを目的に開催。
【第 8 回】●11月22日（木）、【第 9 回】●12月27日
（木）、【第10回】●1月24日（木）、【第11回】●2月28
日（木）、【第12回】●3月28日（木）
毎週第4木曜日  18:00～20:00
●秋田大学手形キャンパス 大学会館
●会費1,000円　☎018･889・2712
------------------------------------------------------------

〈講座・講習会〉
平成24年度 秋田大学公開講座
「睡眠について －保健学の視点から－」
健康と密接に関係がある睡眠。医師の観点、看護
師の立場、臨床心理士の視点から睡眠について解
説する。
●11月7日（水）～11月28日（水）毎週水曜日（全4
回）18:30～20:00（初回・最終回は20:10まで）
●カレッジプラザ（秋田市中通2丁目1-51）
●受講料2,000円、要申込　 ☎018･889･2270
------------------------------------------------------------

イベント&講座・講習会

秋田大学学生への「教育研究支援基金」の
ご協力をお願い申し上げます。

秋田大学では、教育研究等の充実・発
展のため「秋田大学教育研究支援基
金」を創設しております。この基金の
趣旨をご理解いただき、皆様のあたた
かいご支援、ご協力をお願い申し上げ
ます。（詳しくは秋田大学ホームペー
ジをご覧ください）
●http://www.akita-u.ac.jp/
honbu/ed_fund/index.html

この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より
感謝申し上げます。寄附金については秋田大学の教育研究、社会
貢献・国際交流活動、学生支援等の充実のため有効に活用させて
いただく所存でございます。今後とも秋田大学の教育研究活動
等に対し、格段のご協力を賜りますようにお願い申し上げます。
【ご協力いただいた皆様】（平成24年8月～9月末）
●伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
　仙台営業所  様
●三和テッキ株式会  様

【お問い合わせ先】	秋田大学	教育研究支援基金事務局
 〒010-8502 秋田市手形学園町1番1号　TEL：018-889-2264（担当 学生支援課）

〈アプリーレの由来〉「アプリーレ」とは、イタリア語で「開く、開ける」という意味です。「積極的に秋田大学の窓を開放する」ことを意識して名付けられました。

募
集

・取り上げてもらいたいテーマ
・表紙モデル（秋田大学生）
・広告掲載 etc...
企画広報課までお気軽にご連絡ください。

秋田大学	企画広報課
TEL：018-889-3019　FAX：018-889-2219
E-mail：kouhou@jimu.akita-u.ac.jp

お問い
合わせ先

秋田大学広報誌 〈アプリーレ〉 




